
『みてわかる薬学  図解 薬剤学 改訂 6 版 1 刷』 追加・訂正表 

 

いつも小社出版物をご利用いただき誠にありがとうございます． 

当該書籍に以下の追加・訂正がございます．深くお詫びするとともに，ここにお知らせ  

いたします． 

 

 

 

■ p.106 脚注 上から 3行目 

 

【誤】  

    

【正】 

 ．ただし，ΔH1は 

 

 

■ p.127 図 4-29引用文献 ページ数 

 

【誤】 （荒川正文：日本金属学会会報，23：45，1984） 

【正】 （荒川正文：日本金属学会会報，23：245，1984） 

 

 

■ p.136 「１ 接触角とヤング式」 上から 8行目 

 

【誤】 接触角が 0°のときを拡張ぬれ，0～90°を浸漬ぬれ， 

【正】 接触角が 0°のときを拡張ぬれ，0°より大きく 90°以下を浸漬ぬれ， 

 

 

■ p.430 下から 5行目 

 

【誤】 ～にある OAT1，OAT2によって， 

【正】 ～にある OAT1，OAT3によって， 

 

 

 



■ p.431 図 5-4 

 

【誤】 

 

【正】 OAT2 を削除 

 



■ p.431 表 5-3 

 

【誤】 

 

 

【正】 

 

 

 

 

 



■ p.439 上から 1行目 

 

【誤】  

 

 

【正】 C → c 小文字 

 

 

 

■ p.444 上から 14行目 

 

【誤】 このため，血球以外の～ 

【正】 そのため，血球以外の～ 

 

 

■ p.451 上から 3行目 

 

【誤】 ～，pH 分配仮設に従い， 

【正】 ～，pH 分配仮説に従い， 

 

 

■ p.454 上から 5行目 

 

【誤】 ～有害作用が発現することが考えられる． 

【正】 ～有害作用を発現することが考えられる． 

 

 



■ p.454 下から 4行目 

 

【誤】 ～，呼気中に含まれる同位体標識された 14CO2を測定することによって， 

【正】 ～，呼気中に含まれる 14CO2を測定することによって， 

 

 

■ p.540 下から 4行目 

 

【誤】 制酸薬（水酸化マグネシウム，～ 

【正】 制酸薬（酸化マグネシウム，～ 

 

 

■ p.548 上から 9行目 

 

【誤】 ～，抗 HIV 薬（ロトナビル，インジナビルなど）の併用で， 

【正】 ～，抗 HIV 薬（リトナビル，インジナビルなど）の併用で， 

 

 

■ p.550 「１ タンパク結合の変動の影響」 上から 11行目 

 

【誤】 ～は少ない（図 7-18）． 

【正】 ～は少ない（図 7-18）．ただし，肝抽出率が高くタンパク結合感受性で，特に治療 

    域が狭い薬物の場合には，非結合形濃度の変動に注意が必要である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■ p.577 図 7-39 

 

【誤】 

 

【正】  

 



■ p.593 表 7-17 

 

【誤】  

 

 

【正】  

 

 

 

 

2021年 2月 10日 現在



 

『みてわかる薬学  図解 薬剤学 改訂 6 版 2 刷』 訂正表 

 

いつも小社出版物をご利用いただき誠にありがとうございます． 

当該書籍に以下の誤りがございました．深くお詫びするとともに，ここに訂正いたします． 

 

 

 

■ p.102 上から 18行目 

 

【誤】 ～，粒子径の 2乗に反比例するので， 

【正】 ～，粒子径の 2乗に比例するので， 

 

 

 

 

2021年 2月 15日 現在 

 


